テーマ：
米子市筋力向上トレーニングにおける顧客満足度

部署　　　：　業務支援部

発表者　　：　平木康啓
共同研究者：　大森将史、角琢治
はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成１７年９月より筋力向上トレーニング事業の委託を受け、リハ課と共同しその実施にあたってきた。初めての試みながら、利用される方々に満足していただけるよう努力をしたが、実態の把握までには至っていない。利用者の満足度を知る目的でアンケート調査を実施致した。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成１７年９月より始まった筋力向上トレーニングを継続的に利用し最終回に参加された１０人に、無記名・自記式・選択肢方のアンケートを手渡し配布。

各項目毎に％を表示し、統計処理はEXCELを用いる。

調査日　１２月９日（金）

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員の対応、送迎、パワーリハビリの内容と質問の全般において「とても満足」という評価を８０％の方から得られた。今後、事業に参加したい方という質問では、８０％の方が「利用したいと」回答された。

利用者同士のコミュニケーションでは満足したと答えられた方は６０％しかおらず、他の質問に比べ満足度が低く感じられた。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アンケート調査の結果、多くの項目において高い評価を得ている事が出来た。利用者は、自発的な参加であった為、基本的な配慮を怠っていなければ当然といえる結果である。当たり前に行う内容に対し評価を求めるよりも、生活史に与えた影響など、一歩踏み込んだアンケート内容を考え評価の基準を改善する必要がある。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回のアンケートでは好評価を得ることが出来たが、ごく表面的な感想であり利用者の本当の気持ちを引き出したとは言えない。職員と利用者のコミュニケーションはもとより、そこから利用者同士のコミュニケーションへと促す必要がある。

